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－検討のきっかけを教えてください－

　サーバーのセキュリティ管理の見直し

をきっかけに、個人任せだったセキュリ

ティ対策のリスクを再認識。HCSさんから

提案してもらい、個人の知識に頼らない、

統一されたセキュリティ対策を目指し、検

討を始めました。

－どのような課題をお持ちでしたか？－

　本社以外の5拠点は、社員がそれぞれ個

別にPCを管理しており、セキュリティ対

策が統一されていない状態。ランサムウェ

ア対策が不十分なPCもありました。県内

でもランサムウェア被害が増加している

こともあり、セキュリティ対策の統一とPC

の状態を見える化、さらには今まで以上の

強固な対策が必要と実感。万が一、感染し

社内PCの一元管理で対策レベルUP！
運用はおまかせで、安心の環境を実現

　また、セキュリティリスクの自動検知・

駆除の履歴は管理画面で確認できます。

“何事もないことがいつでも確認できる”

ということが安心感につながっています。

感染による業務停止など、お取引先さまへ

のセキュリティ侵害のリスクは軽減。

　さらに、セキュリティに関して、社員か

らHCSさんに直接相談も可能に。属人化の

解消と業務負担の軽減が進み、他の重要業

務にも注力できる環境が整いました。社員

も相談窓口が増え、安心感が増したと思い

ます。今後も油断せず、社内ルールの継続

と「1人ひとりが気を付ける」という考え方

は意識していきたいです。

ー今後の取り組みや展望を教えてください－

　「人に依存しなくても安心して管理でき

る環境構築」を目標に、さらなる効率化と

改善を進めていきたいです。社員の負担を

減らし、会社全体の生産性向上に貢献する

ためにも重要なコストと考え、”仕組みで

守る環境づくり”を行っていきたいです。

マネージド・エンドポイントセキュリティサービス導入事例

　個人の知識に頼ったセキュリティ対策で、担当者がすべての
PCを管理できない状態に。「個人任せのセキュリティ対策」を
改善すべく『マネージド・エンドポイントセキュリティ』を導
入しました。社内PCの一元管理で、社員や担当者に負担なく、
安心のセキュリティ対策を実現できた事例をご紹介します。
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課題

・セキュリティ対策の状態把握と一元管理

・未知の脅威に対応するセキュリティの導入

・社員 / 担当者に負担のない管理

効果

・PCの状態を見える化、いつでも確認可能

・対策レベルの強化で安心の環境に！

・セキュリティに関する問合せゼロを実現

導入事例
完全版を見る

　ペット専門店さま / トリミングサロンさま / ブリーダーさま向けに
提供する、ペット専門店商材の卸売商社。
　ペットのために考えつくされた高品質な商品をお届けし、ペット業
界の発展、ペットオーナーさまのペットとの暮らしの向上をサポート
できるよう努めています。

株式会社トライム 様

た際のお取引先さまへの影響リスクを考

えると、対策の強化は急務でした。

　また、セキュリ

ティ管理業務は私1

人に属人化。不在時

の対応遅れや、ス

タッフの不安にもつ

ながっていました。

外部に任せられる部

分は任せ、個人の知識や労力に頼らず、安

心して業務ができる管理体制を目指しま

した。

－採用の決め手を教えてください－

　基幹システムの導入など、多岐にわたり

お世話になっているので、当社の課題を把

握してくれているHCSさんであれば、ス

ムーズに進められると感じたからです。ま

た、信頼もあり、サポートも充実している

ので安心感が大きかったです。

－効果はいかがですか？－

　導入後、管理画面から本社と各拠点のPC

を一元管理できるようになり、リアルタイ

ムでセキュリティの状況把握が可能に。脅

威は自動で検知 / 駆除され、高アラート時

はHCSさんが迅速に対応してくれるので、

社員も安心して業務に集中できています。

※ロール状の紙やフィルムなどを指定の幅に切断し、再度ロール状に巻き取る加工（スリット加工）を施した製品
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システム本部
ソリューションシステム部 さん四月朔日 鼓梅

こ う めわ た ぬ き

HCSのよこがお

Ｑ．業務内容を教えてください。 

　システム設計と開発業務に携わって

います。入社後2年間は、開発業務のみ

担当していましたが、今年4月から設

計書作成業務にも励んでいます。

　同期とは教え合いながら成長し、上

司にも相談しやすい環境なので、分か

らないことはその場ですぐに確認し、

丁寧に進めることを心がけています。

　今後、お客さまとコミュニケーショ

ンを取る機会も増えるので、ご要望を

正確に把握しながらシステムとして実

現し、要件に合う良い提案ができるSE

になりたいです。販売管理・経理業務の

知識が豊富な上司の姿勢を学びなが

ら、お客さまの課題解決に繋がるシス

テムのご提供を目指し、努力を続けていきたいです。

Ｑ．最近のMyニュースを教えてください。

　人生でやりたいことの一つである、寝台列車に乗る夢

を叶えました。車窓から見

た朝焼けは、今まで見た中

で一番美しい景色で、忘れ

られない思い出になりま

した。次は、インドの「ター

ジ・マハル」に行くのが目

標です。
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皆さまのご意見をお聞かせください

より役立つ情報掲載のため、 皆さまの 「気
になる」「知りたい」 コト、掲載記事のご
感想などをぜひお聞かせください。
『HCS NewsLetter ご意見箱』 への投稿はこちら→

初夏の風が心地よく、木々の緑もいっそう深まる季節となりました。今年の

梅雨入りは6月中旬と予想されています。雨の日が多いと気分が沈みがちにな

りますが、室内でも楽しめる趣味を見つけて気分を上げて過ごしたいですね。

さて本号では、最新のセキュリティソフトと弊社のサポートサービスがセッ

トになった『マネージド・エンドポイントセキュリティサービス』をご紹介しま

した。「何から始めればよいかわからない」「対策ができているか不安」など、お

悩みの方はいませんか？弊社がしっかりとご支援し、「仕組みで守るセキュリ

ティ対策」のお手伝いをします！ぜひ、ご相談ください。（うえすぎ）

編集後記

※ イラストの一部は rawpixel.com / Freepik（Freepik.com）のリソースを使用してデザインしています。
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　5 月 23・24 日に開催された
「e-messe kanazawa 2025」では､
生成AIをテーマにした弊社ブー
スに､2日間で221名の方にお越
しいただきました。ご来場いた
だいた皆さま､ありがとうございました！

　最新の「企業 IT 動向調査 2025」による
と､日本企業の41.2％が生成AIを導入ま
たは準備中。昨年より14.3ポイント増加
しており､今年度中には60％を超える勢
いです。
　「試してみる｣から｢使いこなす｣へ。
生成AIを活用し､次の一歩を踏み出
してみませんか？「生成AIを業務
で活用したいけど、何から始め
ればいいか分からない…」  等、
お悩みがございましたら、まず
は弊社にご相談ください。
　

経済産業省の｢DXレポート｣が警鐘を鳴らす｢2025年の崖｣。
老朽化したシステムの継続利用により､障害リスクや人材不
足が深刻化しています。IPA の調査では､すでに 6 割以上の
企業が業務システムの刷新に着手していますが､導入には多
くの課題が残ります。

本セミナーでは､上記のようなお悩みにお応えできる講師が､システム
刷新に向けた具体的な進め方について事例を交えご紹介します。6 月
上旬に､セミナー詳細を弊社HPへ掲載予定です。ぜひご覧ください。

イベント出展報告
セミナー開催のご案内

「e-messe kanazawa 2025」へ
出展しました。

※ 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会「企業 IT 動向調査 2025（2024 年度調査）」より
※ 2025 年度の予測値は、同調査データを基に、生成 AI にて算出

業務システム刷新の
進め方と成功事例セミナー

7/23    - 24水 木

こんなお悩み､ありませんか？
● システムが複雑化し、誰も全容を把握できていない
● 新システムが、独自業務に対応できるか不安
● 現行システム保守や移行計画を担う人材がいない
● 何から始めればよいか分からず社内検討が進まない
● 維持コストばかりが増え、保守可能な期限も近い
● 取引先の効率化・システム化要求に対応できず
　 機会損失・信用低下
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2023年 2024年 2025年
（予測値）

生成AI 導入割合の推移と
今後の見通し（2023～2025 年）

導入済み
(試験導入中/
準備中を含む)


